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Cultivar<YamaSauvignon'
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andHIDENORIANAMIZU

TheExperimentalVineyard,TheInstituteofEnologyand

Viticulture,YamanashiUniversity,Kofu400.

Thishybrldred-winegrapeCultlVartYamaSauvignon'wasselectedandrecom-

mendedforthefollowlngCharacterlStlCS.

1 Nocrackingofberry.

2.ResIStanCetOrlperot,downymlldewandgraymold.

3.SuitableforcultlVationundertheweatherconditlOnSPreVallinglnJapan.

4.HighproductlVity.

5.HightqualitywlneWlthtyplCalaromaandtaste.

Orlgin Japanesewlld-grapevarietytYamaBudou'(Vltiscoignetlae)xCabernet

SauvlgnOn(1々tlSVimjTera).
Descript10n Growlngtip:felty,whlteWithrosemargln.

Leaf:pentagonal,medium(230cm-I),fivelobes,green,petiolesinusUIShaped,slightly

OPen･

Cluster:medium(20cm,240-250g),wingedconidical,loose;berriessmall(13mm,1.3g),

violetblackatmaturlty,round,mediumsklnned

Ecotype.earlybudbursttime(midAprll),earlyflowerlng(lateMay),andmedlum

maturlngtlme(lateSeptember)atKofu,nocrackingofberry,hlghproductivity(above

2ton/10a),resistancetOriperot,downymildewandgraymold.
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ワインの酒質はぶどうの品種によって決定される｡

さらに,ぶどう栽培地の気候 ･風土によってもワイ

ンの酒質は大きな影響を受ける｡

日本においては赤ワイン用ぶどうとして,川上着

兵衛氏が育成したマスカット･ベー リーAがある｡

この品種は,栽培面では日本の気候 ･風土に適 して

いて,栽培の容易な品種であるが,ワインの酒質は

フォキシーフレーバーを持ち,最高級ワインであると

は言い難い品種である｡他に, ヨーロッパ系のワイ

ン用品種が栽培されているが,耐病性,裂果などの

生理的障害があり,一般的な栽培品種 とはなってい

ない｡

日本におけるワイン用ぶどうの育成の歴史は明治

時代にまで逆のはることができる.明治のはじめに,

政府が中心になって,ヨーロッパやアメリカから多

数のぶどう品種を導入し,ぶどう栽培,ワインの醸

造も試みられたoLかし, ヨーロッパ系に属する品

種は, 日本の気候 ･風土に適さず,フイロキセラを

はじめ とした病虫害や裂果などの生理的障害によっ

て,ことごとく栽培に失敗している｡栽培に成功 し

た品種はアメリカ系に属する品種 とそれらの交雑品

種だけという惨なものであった5)0

昭和に入って,川上善兵衛氏か 日本の気候 ･風土

に適 したワイン用ぶどうの育成に着手して,現在の

日本の赤ワイン用ぶどうの主要品種 となっているマ

スカット･ベ- リーA(MuscatBaileyA)をはじめ

として,歴史的な品種になりつつあるブラック･クィー

ン(BlackQueen),ベ- 1)一 ･ア リカントA(Bailey

AllCante A), レッド･ミルレンニューム (Red

Mlllennlum),ローズ ･ショーター (RoseCiotat)

などを発表している (1927年交配,1940年発表)1)0

1950年代に入ってワインブームの到来があり, 日

本の気候 ･風土に適 した栽培性を持ち,優秀なワイ

ン品質のぶどう品種が要望 され,ワイン用品種の育

成が盛んとなっている｡山梨県果樹試験場が7､ドゥ

農林1号である "笛吹"(1955年交配,1974年登録),

2号の "ネオ ･ア リカント(NeoAIicante)-I(1950年

交配,1974年登録)を発表し,時を同じくして,サ

ントリーが カベルネ･サントリ-(CabernetSuntory)"

(1957年交配,1974年登録)をはじめとして,Lサ ン

トリー ･7小ラン(SuntoryBlanc)"(1961年交配,1975

年登録),L'リースリング ･リオン (RleSllngLIOn)"

(1962年交配,1975年登録)など9品種を発表してい

る｡北海道の池田町立ブ ドウ ･ブ ドウ酒研究所も地

元の野生ぶどうとフランスの品種を親として,寒冷

地に適する品種を育成している｡また,マンズワイ

ンも "シャル ドネ ･ド･コライユ (Chardonnayde

Corall)"(1969年交配,1982年登録)など3品種を発

表している｡その他に個人的にもワイン用ぶどうの

育成がはかられている2･3･4)0

このように,近年数多くのワイン用ぶどうか交雑

育種され,種苗登録されている｡それぞれの登録品

種は,それぞれの特徴を持ち,優秀品種であるが,

日本的農業 と日本的なワイン原料事情もあって,節

品種ぶどうの栽培は伸びていない状況にある｡

本報告は, 日本の気候 ･風土に適 した栽培性 を持

ち,ワインの酒質も優男な交雑品種 "ヤマ ･ソーピ

ニオン(YamaSauvlgnOn)''を当試験地で選抜 ･登

録する運びとなったので,育種の目標,育種の経過 と

共に,この品種の特性について報告するものである｡

育種の目標

新品種の選抜に当たって,以下の5項目の目標 を定

め,この目標が達成できるような親品種の組み合せ

を計画 し,交配,育苗,栽培,ワイン醸造を行い,

選抜を繰 り返 してきた｡

1.裂果 しないこと｡

世界的に優秀 と認められているヨーロッパ系のワ

イン用品種は,雨の多い日本の気候では栽培性に難

点を持つ｡果皮か極めて薄いことから,特に完熟期

近 くの雨は裂果を誘発し,粒着が密なこともあ り,

裂果から他の果粒にまで腐敗か進み,収穫量,品質

の低下を大きくしている7.8･9)O

そこで,まず第-に裂果 しないことを重点目標に,

そして粒着が比較的粗の品種を選び出すことにした｡

2.病害耐性があること｡

日本で発生の認められるぶどうの病気として,黒

痘病,晩腐病, うどん粉病,ベ ト病,つる割病,灰

色カビ病,褐斑病,さび病,自席病などがある6)0

防除暦に則り,適期に丁寧に農薬散布すること,

さらに圃場の見回り,天候の推移など病気の発生予

察を行い,防除暦以外にも適宜消毒作業を実施すれ

ば,病害に弱いヨーロッパ系の品種もある程度の病

気を防 ぐことができる｡しかし,天候不順で思わぬ

病害を受け,大きな被害となることもある｡

そこで,通常の "甲州''程度の除防作業を行った

うえで,発生の多い晩腐病,ベ ト病,灰色カビ病に

抵抗性を持つ品種を選び出すこととした｡

3.栽培が容易であること｡

裂果しないことおよび耐病性のあることを含めて,

樹勢が極端に強かったり弱かったりしないこと,副

梢の発生が多く繁茂しないこと,着房が多過ぎて摘

房や摘粒作業の必要がないこと,凍害を受けに くい

こと,また極端に早生あるいは晩生でないことなど

を重点に,栽培か容易で,特に省力化栽培にふさわ

しい品種を選び出すこととした｡



交雑新品種 ･赤ワイン用ぶどう "ヤマ ･ソービニヨ:/' 17

4.収量の多いこと｡

収量と品質には深い関係がある｡生食用ぶどうに

くらべて価格の低い原料用ぶどうという立場,ある

いは耕地面積が少ないことなどの日本的農業の立場

i,あり,その上に世界的にみた原料用ぶどうの価格

事情もあって,1.甲州"ぉよぴ"マスカット･ベ- リー

Allに匹敵する程度の収量 (2ton以上/10アール)

があることを目標に品種を選Ur出すこととした｡

5.ワインの品質が優秀であること｡

以上4項目を栽培上の性質として選抜の目標とした

が,いかに栽培性が優秀であっても,ワインの品質

か優秀でなくてはワイン用原料ぶどうとして相応し

くないO

日本の気候 ･風土から推察して,シャル ドネ,リー

7J)ング,カベルネ ･ソーピニオン,ピノ ･ノワー

ルなどの世界的に有名な品種を追い越すワイン品質

を持つぶどう品種の育成は不可能に近い.そこで,

rホ1親の組み合せ段階から,日本のぶどうである甲州,

叫･lll三尺,山フナドゥなどを親として, 日本的ワイン

として特徴を持つ品種を選び出すこととした｡

育種の経過

■ヤ マ ･ソーピニオン1'の選抜経過は以下の通 り

である｡

今から11年前となるが,1978年6月中旬,山梨県御

JriJJ中に自生しているl､山7■ドゥ(VitisCoigetlae)Il

の雌性珠を母親として用い,あらかじめ他の花粉で

･受絹 しないように,花房を袋掛けしておき,花柱上

に帖液が発生し,成熟した段階に,父親として L̀カ

へルネ ･ソーピニオンー'の花粉を交配 し,再び袋掛

けしておいた｡一般的に山ブ ドウの雌性株の雄 しべ

は構造上半転しており,生理上受精能力がないとさ

れている｡そこで,今回の交雑作業においては,除

雄は行わなかった｡

完熟期を待って,同年9月30日にぶどう果を収機,

帥+を取 り出し,水で洗浄した後,乾燥を防 ぐため

.IJl!った川砂の中に採取種子を保有 しておいた｡この

時点で,山ブ ドウ×カベルネ ･ソーピニオンの交雑

附子は683粒であった｡

1979年春に,貯蔵種子を川砂5,ヤマか ノラ土5の

壌加温の通常床に播種 した｡632株,発芽率92.5%の

'沖.I/E,-で発芽がみられた｡育苗の過程で,子葉の形と

吐および幼軸の色が同じ株を無作為に第一次淘汰 し,

85株を残すこととした｡

1980年春に,残した85株を株間50cm,畝間100川の

間隔で圃場に定植,通常の栽培管理で,特にコウモ

日かの幼虫食害に注意して,育苗を行った｡

花穂を持った時点,早い株で1981年から,遅い株

で1983年にかけて,不完全花を持った株25株があっ

た｡この大部分23株は雌性株で,2株が雄性株であっ

た｡これらの不完全花珠を淘汰,他に果粒が玉割れ

する株,晩腐病に弱い株,果皮色が薄い株,果房が

小さい株などを第2次淘汰して,8株を残すこととし

た｡淘汰 した株の中で果房を持った株,それに残 し

た8株は,いずれも異色系の果皮色で,白ワイン用ぶ

どうは出現 しなかった｡

1984年 (圃場定植から数えて5年 E])から,選抜株

8株について,ワイン醸造試験および品種特性調査を

行い,ワインの品質,栽培特性が優れていると判断

した株,3株にまで絞 り込んだ｡

この3株について引き続き精査し,その内,最 も優

秀 と判断した1株を.-ヤマ ･ソ-ピニオンl'と命名し

て,種苗登録することとした｡

以上の経過で,種苗登録できるまでに,1978年の

交配にはじまり,1988年の登録資料完備まで,都合

11年を要 した｡

品種の特性

1.樹体等の形質

ぶどうの種苗特性分頬調査において,樹体等の審

査すべき形質区分は174項巨=こもおよんでいる6)｡ま

ず用途目的,樹関係3項目,幹関係2項 臥 以下幼梢

5,新梢9,熟梢14,巻ひげ2,若葉6,成業40,花6,

果房10,果粒26,種子7,生態16,耐病性9,耐虫性

8,生理障害2,台木特性7項目の多きにわたっている｡

"ヤマ ･ソーピニオン''樹体等の形質については,

本研究報告の資料10)に示 した種苗登妄剥二際して作成

した ｢特性表｣(樹 ･枝関係11項目,以下葉18,花8,

果実18,種子3,生理 ･生態16)を参照されたい｡

ここでは,両親株である "山ブ トゲ'ぉよぴ "カ

ベルネ ･ソーピニオン''と比較 して,"ヤマ ･ソーピ

ニオン､'の樹性等の性質について記述する｡尚､｢ ｣

は特性表による形質区分を示した｡

はじめに,樹 ･枝関係の特性であるが,｢樹の拡が

り｣｢樹勢｣はカベルネ ･ソーピニオン (以下カベル

ネと略す)に似て ｢中｣に属するが,｢枝梢の太さ｣

は ｢中｣に属し,カベルネの ｢細｣にくらべて幾分

太く,山ブ ドウに似ている｡どん梢の特性について

は写真1に示したように,｢どん梢先端の色｣｢どん梢

先端のアントシアンの着色｣はカベルネに似て ｢薄

赤｣と ｢微少｣で,山7oドゥよりも薄い｡カベルネ

にみられるどん梢若葉の同国の特徴的なアントシア

ン着色ではない｡｢どん梢先端の毛 じの密度｣は ｢密

生｣で,カベルネより密度は高いが,山ブ ドウより

も低 く,両親の中間に属 している.r熟梢の色｣は｢暗

褐｣で,カベルネの ｢淡褐｣よりも濃い色を示 して
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いる｡｢熟梢の毛 じの密度｣は ｢中位｣である｡｢節

間断面の形｣は明らかな ｢細溝あり｣で,カベルネ

の ｢滑か｣とは異なる｡｢着房数｣は ｢1-2房｣に属

し,大部分が2房を持ち,カベルネの ｢3房以上｣よ

り少ない｡｢巻ひげの着生｣はカベルネ同様 ｢2以下｣

である｡

次に葉の特性であるが,写真2および3に示 したよ

うに,｢葉身の形｣は ｢五角形｣で山ブ ドウの ｢心臓

型｣,カベルネの ｢円形｣の中間に属し,｢裂片数｣

は ｢5片｣でカベルネと同数,｢菓身横断面の形｣は

｢樋状｣で内巻状態にある｡｢網脈間の張れあがり｣

｢鋸歯基部幅に対する長さの比｣｢葉身先端部のとが

り程度｣｢葉柄裂刻の一般的な形｣は｢僅か｣｢短｣｢中｣

｢開 く｣で,カベルネに似る｡｢上裂刻の形｣｢上裂

刻の深さ｣は ｢開 く ｣｢浅い｣で,カベルネの ｢深 く

重なる｣｢中位｣と明らかな違いかあり,上裂刻のな

い山ブ ドウとも明らかに違っている｡｢葉の大きさ｣

は山ブ ドウの｢大｣(257cm-I),カベルネの｢小｣(125crTf)

の中間で ｢中｣(230ぐm!)に属する｡｢成業上面の色｣

はカベルネの ｢濃緑｣にくらべ蒔 く ｢繰 ｣,｢成葉下

面の色｣は同じで ｢淡緑｣に属 している｡｢葉柄の色｣

は ｢濃紅｣,｢成葉上面の光沢｣は ｢やや有 り｣に属

する｡｢葉脈間毛 じの多少｣(下面)は山フナドゥの ｢極

密生｣で褐色毛であるのに くらべて,｢密生｣で白毛

を呈 しており,カベルネの ｢僅か｣との中間に属す

る｡｢葉柄の長さ｣(葉柄の主脈に対する長さ)｢葉柄

の太さ｣は山ブ ドウに似て ｢長｣｢中｣で,カベルネ

の ｢短｣｢細｣と異にしている｡

次に花の特性であるが,写真4に示 したように ｢花

房の形｣は ｢有岐型｣,｢花房の大きさ｣は ｢中｣,｢穂

榎の長さ｣は ｢中｣で,カベルネに似ているが,｢穂

榎の色｣は ｢紅｣,｢菅の大きさ｣は ｢小｣で,山ブ

ドウに似ている｡｢子房の形｣は ｢完全花柱｣,｢雄ず

いの形｣は ｢完全雄ずい｣で,山ブ ドウの ｢雄ずい

反転｣の雌性株 とは異なる｡｢花粉の多少｣は ｢多｣

で,カベルネに似る｡

果実の特性であるが,写真2および3に示したよう

に,｢果房の形｣は ｢有岐円錐｣,｢果房の大きさ｣は

平均250gの ｢中｣で,カベルネよりやや大きく,山

ブ ドウの｢小｣で100g以下よりかなりの大型である｡

｢粒着の粗密｣は ｢粗｣で,カベルネの ｢極密｣に

くらべてかなり粗 となっている｡｢果棟の色｣は ｢紅

褐｣で山ブ ドウに似ている｡｢果榎の太さ｣は ｢中｣,

｢果粒の形｣は ｢円｣,｢果粒の大き､さ｣は ｢小｣で,

両親に似る｡大きさはカベルネの1.5gよりやや小さ

く,山ブ ドウの1･Ogよりやや大きく,平均1.3gであ

る｡｢果皮の色｣は ｢青黒または紫黒｣に属 し,両親

と同じである｡｢果粉の多少｣｢果皮の厚さ｣はカベ

ルネに似て ｢中｣｢厚｣である｡｢果皮に果肉の分離

性｣は ｢容易｣で,カベルネの ｢困難｣よりも肉錐

れが良 く,押しつぶすと原型で果肉がでてくる｡｢果

肉の色｣は｢不着色｣であるが緑色を呈 している.｢肉

質｣は ｢塊状｣である｡｢甘味｣はoBrix20以上で ｢高｣

に属 し,｢酸味｣は0.8-0.9%で ｢多｣に属す｡｢渋味｣

は ｢少｣,｢香気｣は ｢無｣で,カベルネにくらべ特

徴が少ない｡｢果汁の多少｣は ｢中｣に属す｡

種子の特性であるが,｢種子の多少｣は ｢有｣で,

1果粒中に2-3粒了種子の形｣｢種子の大きさ｣は｢短｣

｢小｣で,カベルネより小さい部頬である｡

生理 ･生態の特性であるか,写真5に示 したように,

｢発芽期｣｢展棄期｣はいずれも ｢早｣で,LLJブ ドウ

とカベルネの中間の性質を示 し,4月中旬,下旬 とな

る｡｢開花期｣も ｢早｣に属 し,5月中旬,｢落葉期｣

は｢遅｣で,カベルネより遅 くなる｡｢成熟期｣は｢中｣

で9月下旬となり,カベルネよりも早い｡｢花振い性｣

は ｢中｣で,｢無核果粒の混入｣は ｢少｣である｡｢着

色の早晩｣｢着色の難易｣は ｢早｣｢易｣で,カベル

ネに似る｡｢裂果性｣は ｢無｣で,全然裂果はみられ

ち:L､C｢果校の強さ｣は ｢強｣.｢果棟 と果粒の分離｣

は ｢中｣で,脱粒性はみられない｡｢果実の 日持ち｣

は ｢中｣,｢耐寒性｣は ｢強｣に属す｡｢病害抵抗性｣

｢虫害抵抗性｣はいずれも｢中｣で,甲州,マスか ソ

ト･ベー リーAと同程度で,晩腐病,ベ ト病がいく

らかみられるが,問題となるほどではない｡

2.果汁成分の経時的変化

a)果粒の採取

経時的果汁成分変化を調査するための果粒の採取

は,あらか じめラベルしておいた20果房について,

7月初めから10日ごとに,毎回果虜の上,中,下から

1粒ずつ3粒,合計60粒を採取 した｡

b).果粒重および果粒径の測定

果粒重は採取した60粒を電子天秤で計量 して,辛

均果粒重を算出した｡果粒径は採取した60粒のうち,

無作為に20粒 を軸比 その短径 (横径)をノギスで

測定 し,平均果粒径を算出した｡

C).果汁の調製

採取 した果粒を5%酢酸水で洗浄,続いて水道水で

すすぎ,綿布でふき取 り, ミキサーで種子を潰さな

い程度に破砕 して,これを綿布で毎回同じ程度の強

さで搾汁し,さらに遠心分離器で3,000rPm,10分間

遠沈 し,その上澄液を分析用果汁とした.

d).果汁の一般分析

i)屈 折計糖度 :デジタル屈折糖度計(アタコDBX-50)

で測定した｡

il)･果汁酸度 ･フェノールフタレインを指示薬として,
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N/10-NaOHで滴定,酒石酸量 として算出した｡

1.果粒重および果粒径の変化

交雑新品種 ▲̀ヤマ ･ソーピニオン…の1987年 (交

配1978年,育苗1979年,圃場定植1980年,この劇場

定綿から数えて8年 目,8年生樹 とした)および1988

午 (同じように数えて,9年生樹)の果粒重および果

粒径の経時的変化を図1に示 した｡

也叫胡
W-爪虻
叫

世

7
}j
小
味

図1,
新品種lヤマ･ソーピニオン"の1987年(8

年生樹)および1988年(9年生樹)における
果粒重
,
果粒径の往時的変化

いヤマ･ソーピニオン''の開花期は,一
般的なヨー

ロt'パ系のワイン用品種にくらべ,
当試験地におい

ては1-2週間程度早くfdL-っ
ており
,
平均的に5月中旬

てあった
789)

｡
果粒変化の調査は7月初めから開始したが
,
7月中

'uほでが生育第Ⅰ期･迅速生長期で.
7月下旬に第II
期･確核期がみられ,
8月上旬にベレーゾンがみられ,
満色始めであった0
1988年は
,
1987年に比べ,
呆粒が大きくなってい

たが
,
この年は雨が多く
,
果粒の肥大には好結果を

与えていた
｡
しかし
,
ヨーロッパ系品種においては

裂果と病害で大きな被害を受けた年であった｡一
方
,
■-ヤマ･ソーピニオンI'は裂果もなく,
極めて雨に

強い性質を示すことが実証できた年でもあった｡
完熟期と思われた9月下旬には
,
果粒重は平均1
.
3g,

果粒径は平均13mmで,
｢ぶどう種苗特性分類｣の形質

区分では
,
果粒は｢小｣に属するものであった｡

1988年に調査 した両親品種の "山ブ ドウ""ヵベル

ネ ･ソーピニオン''の果粒重および果粒径の変化を,

"ヤマ ･ソーピニオン''と比較 して図2に示 した｡

図 2,新品種 "ヤマ ･ソーピニオン''ぉよび両親品

種 Il山7'ドゥ'‥■ヵベルネ ･ソーピニオン''の

1988年における果粒重,果粒径の経時的変化

母親品種 "山ブ ドウ''は開花期 も早 く,7月中旬に

は果粒重および果粒径はほぼ最大値に達 し,その後

の増加はみられなかった｡完熟期においては果粒重

1.0g,果粒径11.5mmであった｡一方,父親品種の "カ

ベルネ ･ソーピニオン"は開花期 も遅 く,ベレーゾ

ンも8月中旬と遅 くなっていた｡完熟期の10月上旬に

は果粒重1.5g,果粒径14.0mmであった.

■､ヤマ ･ソーピニオン"の完熟期における果粒は,

丁度両親品種の中間に位置し,"山ブ ドウ''より大き

く了､ヵベルネ ･ソーピニオンl'よI)小さくなってい

た｡果房の大きさは "山7小ドケ'より大型で,"カベ

ルネ ･ソーピニオン一一よりやや大きな,平均250g程

度であった｡

2.屈折計糖度の変化

交雑新品種 L̀i,マ ･ソーピニオン…の1987年 (8年

生樹)および1988年 (9年生樹)の屈折計糖度の経時

的変化を図3に示 した｡

屈折計糖度の急増がみられるベレーゾンは,1987

年においては7月下旬であったが,1988年においては

やや遅れて8月上旬にみられた｡これは気象条件,特

に気温の影響によるもので,1988年7月の平均気温が
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図3,新品種 "ヤマ ･ソーピニオンMの1987年 (8

年生樹)および1988年 (9年生樹)における

屈折計糖度,果汁酸度の経時的変化

平年値の-1.3℃で低温気味に推移し,天候不順もあっ

て農作物の生育に影響があった月で,その低温がベ

レーゾンを遅 くしたものと考えられる｡

完熟期 と思われた9月下旬には,屈折計糖度は18度

(1987年)と20度 (1988年)を示していた｡特性調

査のため,弱い枝においても摘房なしに,全果房を

残しておいたこともあって,比較的低糖度を示 して

いた｡選抜の段階においては,着房数は少ないこと

もあったか,1985年には22度,1986年には21度を示

していた｡

1988年に調査 した両親品種の "山7■ドゥ'‥､ヵベル

ネ ･ソーピニオン''の屈折計糖度の変化を,Lや マ .

ソーピニオン/'と比較 して図4に示 した｡

母親品種のL一山ブ ドウl'は開花期が5月上旬と早 く,

果粒が最大値に達する時期も7月中旬と早 くなってい

るが,屈折計糖度が上昇を始める時期は8月上旬と遅

くなり,一般的栽培品種 と異なる変化を示 し,屈折

計糖度の最大値 も15度程度 と低いものであった｡一

方,父親品種の Ilヵベルネ ･ソーどこオニ/1は開花

期が6月上旬と遅いにもかかわらず,7月下旬には屈

折計糖度の急増がみられ,9月下旬から10月上旬には

21度にまで上昇 していた｡

"ヤマ ･ソ-ピニオン''の屈折計糖度の変化は,

両親品種の中間的傾向であった｡

図4,新品種 "ヤマ ･ソーピニオンー'ぉよび両親品

種 "山ブ ドウ''"ヵベルネ ･ソーピニオン''の

1988年における屈折計糖度の経時的変化

3.果汁酸度の変化

交雑新品種 "ヤマ ･ソーピニオン''の1987年 (8年

生樹)および1988年 (9年生樹)の果汁酸度の経時的

経過を図3に,屈折計糖度の変化と一緒に示 した0

1988年は前述のように7月の天候不順で,果汁軽度

の最高値を示す時期が遅 くなっていったが,8月上旬

には急激な減少を示 し,1987年の減少傾向と時期的

な違いはみられたが,ほとんど同じで,完熟期 と思

われた9月下旬には1%を割 り込み0.8%程度にまで減

少していた｡

1988年に調査 した両親品種の "LLlブ ドウ'‥Lヵベル

ネ ･ソーピニオン ■-の果汁酸度変化を,"ヤマ ･ソー

ピニオン"と比較 して図5に示 した｡

母親品種の "山ブ ドケ'の果汁酸度は7月下旬に最

大値を示 し,以後減少傾向を示すが,その減少は比

較的ゆるやかで,9月下旬になっても1.2%と1%以上

を示し,ワイン用原料としては高酸度であった｡一

ち,父親品種の "カベルネ ･ソーピニオン''の果汁

酸度は7月中旬に最大値を示 し,7月下旬から8月中旬

の間に急減 し,完熟期の10月上旬には0.7%にまで減

少した｡

"ヤマ ･ソーピニオン''の果汁酸度は両親品種の中

間的傾向を示し,完熟期と思われた9月下旬には0.8%

であった｡
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図5,新品種 "ヤマ ･ソーピニオン"ぉよび両親品

瞳 "山フナドグ'"ヵベルネ ･ソーピニオン"の1988年

における果汁酸度の経時的変化

3.ワインの性質

交雑新品種 "ヤマ ･ソーピニオン''の収穫適期 と

思われた1987年は9月25日に,1988年は9月28日に果

実を収穫,それぞれ10kgを用いてワイン醸造を行っ

た｡

表1にマス トの一般分析値を示 した｡

1987年は屈折計糖度がやや低 く18.6度,1988年は

20.3度であったO1987年は,この糖度および果汁酸度

の値からみて,収穫時期か少々早かったものと思わ

れる｡

G/F値は,1987年0.99,1988年1.OOて,"ヤマ ･ソー

ピニオン"はグルコース含量 とフラクトース含量を

ほほ同量含む性質を持っていた789)0

果汁酸度は,1987年0.836%,1988年0.735%で,節

述したように,1987年は収穫時期が少々早かったと

思われる∩

高速液体 クロマ トグラフィーによるマス ト中の酒

石酸およびリンゴ酸含量においては,酒石酸含量が

1987年は2.15%,1988年は1,50%と高い値であった｡

クロマ トグラフィーによる酸分析は,結合型あるい

は半結合型の酸も全て遊離の型 として測定されるた

め,滴定により算出する酸量よりも大きな値を示すo

Lかし,Lや マ ･ソーピニオン"の果汁中の酒石酸含

量は,当地で栽培 しているヨーロッパ系のワイン用

品種のそれと比較 しても約2倍量と多いものであった

7･8･9)｡酒石酸含量か多い関係からT/M値も大きくなっ

ていた｡

ワインの醸造は,1987年マス トは21度まで補糖 し,

1988年マス トは補糖なしで発酵に供 した｡色素が多

い関係 と思われるか,"オマ ･ソーピニオン''は色素

抽出が極めて容易で,通常の3-7日間の ｢醸し｣で

は色調か濃 くなり過ぎるという1987年以前のワイン

醸造の経験にもとづき,1987年および1988年の ｢醸

し｣時間は2日間と短か くした｡

表2にワインの一般分析値を示した｡1987年ワイン

は1988年3月に,1988年ワインは1989年3月に,冬を

越した時点で分析 した｡

21度までの補糖でアルコール度数を低 くおさえた

関係で,アルコール度数は10.8vo1.%と11.Ovo1%と低

かった｡

総酸度はマス トの時点とほとんど差がなかった｡

色調は5倍希釈,10mmセル,0D-520nmでの測定

であるが,両年ワインとも0.8台で,比較的濃い色を

示 していた｡遊離のS02か少なくなっていることも色

調を濃 くしているものと思われる｡ワインの色調は

紫系か濃 く,"ヤマ ･ソーピニオン ■̀の特徴のひとつ

と考えている｡

利き酒の結果は,若い赤ワインということもあっ

て,酸と渋味のバランスに問題かあるが,参考とし

た1987年以前のワインは酸と渋味のバランスも良 く,

アロマはカベルネ ･ソーピニオンに似ており,味は

山ブ ドウの ｢野生的｣な面が感 じられ,また色調も

紫系色素の多い鮮やかな色を示 している｡

これらのワインの特徴,栽培性に優れていること

から,ワインの品質はカベルネ ･ソーピニオンを凌

表 1.仕込み時における ヤ̀ マ ･ソーピニオン"の果汁一般分析値

pH oBrlX 7小ドゥ糖 果糖 G/F 果汁酸度 酒石酸 リンゴ酸 T/M

(%) (%) (%) (%) (%)

1987 3.35 18.6 8.82 8.92 0.99 0836 215 0.24 8.9

1988 343 20.3 10.04 10.08 1.00 0.735 1.50 0.22 6.8

G/Fはブ ドウ糖含量/果糖含量｡T/Mは酒石酸含量/ リンゴ酸含量｡
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表 2.1987年および1988年仕込み ㌧̀ヤマ ･ソーピニオン"ヮィンの一般分析値

比重 アルコール エキス分 総酸度 揮発酸度 pH 総亜硫酸 遊離亜硫酸 色調

(vo1%) (%) (%) (ppm) (ppm) (OD520nm)

1987 0.994 11.0 2.42 0.792 0.004 3.31 42.5 7.2 0.830

1988 0.g94 10,8 2.37 0.725 0.005 3.40 39.0 5.0 0.853

色調はワインを5倍希釈,10mmセル,OD-520nmで測定｡

く-ものではないが,カベルネ ･ソーピニオンにない

特徴 も付け加えられていることから,当品種が最終

的に選抜されたものである｡

要 約

交雑新品種 ･赤ワイン用ぶどう ヤ̀ マ ･ソーピニ

オン''は以下の性質を持っていることにより選抜さ

れた｡

1.裂果しないこと｡

2.晩腐病,ベ ト病および灰色カビ病に耐性を持つこ

と(
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